


序　　　　　　文

　エル・サルヴァドル共和国看護教育強化プロジェクトは、1997年６月１日から５年間の協力期

間で、同国厚生省と看護婦養成機関６校を対象に、適正な人材配置計画のもとで、質の高い看護

人材が育成されることを目標に実施しているものです。

　2000年５月、協力開始後約３年間を経過し、国際協力事業団は、プロジェクトの中間評価を実

施するとともに、プロジェクト実施上の問題点把握と今後の対応策について両国政府で協議する

こととし、2000 年５月 20日から６月４日までの日程で、厚生省看護研修研究センターの高橋弘

子教務科長を団長として、巡回指導調査団を派遣しました。本報告書は、その調査結果を取りま

とめたものです。

　ここに本調査にご協力を賜りました関係各位に、深甚なる感謝の意を表しますとともに、プロ

ジェクトの効果的な実施のために、今後とも、ご指導、ご鞭撻をお願い申しあげます。

　平成 12 年９月

国 際 協 力 事 業 団
医療協力部長　遠藤　明
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１．巡回指導調査団派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的

（1）調査団派遣の経緯

　エル・サルヴァドル共和国（以下、エル・サルヴァドル）は 1992 年まで 12 年間続いた内戦

により保健・医療体制の整備が大きく遅れ、特に貧困層においては、妊婦、乳幼児の死亡率が

依然高い状況にある。このためエル・サルヴァドル政府は国民の保健医療に直結する看護婦

（准看護婦、正看護婦、学士看護婦）の人材育成を急務とし、わが国に対してプロジェクト方

式技術協力を要請してきた。

　これを受けてわが国は 1996 年３月に事前調査団を、同年９月に長期調査員を、1997 年２月

に実施協議調査団をおのおの派遣し、1997年６月１日より５年間、適正な人材養成配置計画の

もとで質の高い看護人材が育成されることを目的として、本プロジェクトが開始された。

　本プロジェクトは６つの看護婦養成機関をプロジェクト対象校と定め、カウンターパートと

しての厚生省看護課およびサブ・カウンターパートとしての各対象校の看護教師とともに、カ

リキュラム策定、教科書・教材の作成、講議・実習指導案作成にかかる技術移転等の活動を実

施してきた。

（2）調査団派遣の目的

　以下活動を行うとともに、結果について協議議事録によりエル・サルヴァドル側と合意す

る。

1）中間評価

プロジェクト対象校の視察結果、プロジェクト活動記録、プロジェクト関係者から回収

した質問票、およびインタビュー結果を分析し、評価５項目に基づく中間評価を実施す

る。

2）プロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）の作成

厚生省看護課職員、プロジェクト対象校の看護教師・学生、看護関係団体職員、日本人

専門家を交えてプロジェクト・サイクル・マネジメント（以下、ＰＣＭ）の手法に基づ

くワークショップを開催し、プロジェクト・デザイン・マトリックス（以下、ＰＤＭ）

を作成する。ＰＤＭ作成により期待される効果は以下。

①現状を踏まえたプロジェクトの全体像が日本側、エル・サルヴァドル側双方の関係

者に再確認される。
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②エル・サルヴァドル側関係者のプロジェクトへの参加意識が高まる。

③ＰＤＭに基づいてモニタリング・評価を行うことにより、今後のプロジェクトの運

営管理がより効率的なものとなる。

１－２　調査団の構成

　　　　　　担当 氏　名　　　　　　　　　　　　　所　　属

団長　　　総　　括　　　高橋　弘子　　　厚生省看護研修研究センター教務科長

団員　　　看護教育　　　若松　順子　　　厚生省国立東京災害医療センター附属

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和の森看護学校副校長

団員　　　評価分析　　　池田　高治　　　アイ・シー・ネット株式会社コンサルティング部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員

団員　　　協力計画　　　岡村　昭夫　　　国際協力事業団医療協力部医療協力第二課職員

団員　　　通　　訳　　　吉田　充夫　　　日本国際協力センター
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日順 月日 曜日

１ ５月20日 土

２ ５月21日 日

３ ５月22日 月

４ ５月23日 火

５ ５月24日 水

６ ５月25日 木

７ ５月26日 金

８ ５月27日 土

９ ５月28日 日

10 ５月29日 月

11 ５月30日 火

12 ５月31日 水

13 ６月１日 木

14 ６月２日 金

15 ６月３日 土

16 ６月４日 日

１－３　調査日程

移動および業務

＊成田発［CO006］（15:45）　＊ヒューストン着（13:55）
＊ヒューストン発 ［CO1427］（15:45）　＊サン・サルヴァドル着（17:45）

＊日本人専門家との打合せ

＊エル・サルヴァドル側関係者に対するＰＣＭ手法、および中間評価手法につき
説明

＊エル・サルヴァドル側関係者へのインタビュー（中間評価）

＊第１回ＰＣＭワークショップ　【参加者分析・問題分析】
＠成田発［NH002］（11:25）　＠ワシントン着（10:45）

＊エル・サルヴァドル側関係者へのインタビュー
＠ワシントン発［AA7855］（9:54）　＠サン・サルヴァドル着（12:33）
14:30　外務省国際協力局長表敬
16:00　厚生大臣表敬
17:00　大使館表敬
18:00　ＪＩＣＡ事務所との打合せ

  8:00～16:00　第２回ＰＣＭワークショップ　【目的分析・ＰＤＭ作成】

ＰＤＭ案に関する日本人専門家との協議

協議議事録案作成
中間評価案に関する日本人専門家との協議

  9:00   エル・サルヴァドル保健医療従事者養成専門学校（ＩＥＰＲＯＥＳ）
　　　 サン・サルヴァドル校【プロジェクト対象校】視察
10:00　医療技術者養成専門学校（ＥＴＰＳ）【プロジェクト対象校】視察
11:00　アンドレス・ベジョ大学保健学部看護学科【プロジェクト対象校】視察
13:30　国立エル・サルヴァドル大学医学部看護学科【プロジェクト対象校】視察
16:00　厚生省看護課との協議議事録に関する協議

  9:00～16:00　第３回ＰＣＭワークショップ　【ＰＤＭ・活動計画表作成】
12:00　厚生省医療総局長表敬

  9:30～ 12:30　 合同調整委員会
16:00　協議議事録署名

  9:00   サン・ミゲリート健康管理センター（診療所）視察
13:00　ベンジャミン・ブルーム小児病院視察
16:30　大使館報告

サン・サルヴァドル発 ［AA7854］（14:00）　ワシントン着（20:20）

ワシントン発（12:30）

成田着（15:05）

＊　：池田団員のみの活動
＠　：池田団員以外（高橋団長、若松団員、岡村団員、吉田団員）の活動
無印：調査団全員の活動
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１－４　主要面談者

（1）エル・サルヴァドル側関係者

1）厚生省

Jose Francisco Lopez Beltran 大臣

Carlos Alfredo Rosales 医療総局長

Elena Elizabeth de Guzman 看護課長

Maria Consuelo Olano de Elias 看護課課長補佐

Sonia Margarita Centeno 看護課

Ana Dionisia Montoya 看護課

Sonia de Tobias 国際協力課

2）外務省

Ricardo Cardona Alvarenga 国際協力局長

Mirna Alas de Miranda 国際協力局

3）国立エル・サルヴァドル大学

Ricardo Mendez Flamenco 医学部長

Delmy Zonia de Figueroa 医学部看護学科長

4）アンドレス・ベジョ大学

Marco Tulio Magana 学長

Maria Esther de Hernandez 保健学部長

Amabel de Cordero 社会奉仕アドバイザー

5）エル・サルヴァドル保健医療従事者養成専門学校

Reina Emperatriz dela O de Cruz 会長

Virginia Azucena de Cruz サン・サルヴァドル校校長

Marina Esther Chavez 実習室責任者

6）看護職能理事会

Gilma Jeannette Orellana de Barrera 会長
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7）全国看護婦協会

Margoth Idalia Ramos de Caceres　　会長

（2）日本側関係者

1）在エル・サルヴァドル日本大使館

湯沢　三郎　　　　　　　　　　　特命全権大使

2）ＪＩＣＡ関係者

上島　篤志　　　　　　　　　　　駐在員事務所長

新地　貴博　　　　　　　　　　　企画調査員

山際　貴義　　　　　　　　　　　在外専門調査員

3）プロジェクト専門家

菅原　能子　　　　　　　　　　　チームリーダー（～ 2000 年６月 16 日）

小川　正子　　　　　　　　　　　チームリーダー（2000 年５月 22 日～）

三上　雅弘　　　　　　　　　　　業務調整

村上　友美子　　　　　　　　　　看護教育（外科）

森山　ますみ　　　　　　　　　　看護教育（成人）
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２．要　約

　本巡回指導調査団はプロジェクトが開始されてから３年が経過したところで中間評価のために

派遣された。今回の調査では、視察や関係者へのインタビューなどによりプロジェクトの進捗状

況を把握するとともに、プロジェクト・サイクル・マネジメント（ＰＣＭ）ワークショップによ

りプロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）を作成し今後の活動方針を協議した。これ

ら調査の結果を踏まえて協議議事録を作成、エル・サルヴァドル厚生省グスマン看護課長はじめ

主要なプロジェクトメンバーが参加する合同委員会での協議を経て、５月31日にロペス厚生大臣

との間で合意、署名した。

２－１ 調査概要

（1）プロジェクト対象校および実習施設の視察

　プロジェクト対象校６校中４校を訪問するとともに、プロジェクト対象校の看護実習の場で

ある病院、健康管理センター（診療所）とを視察し、現状を把握した。

　プロジェクト対象校数は開始時には８校であったが、高等教育法による看護人材養成校とし

ての認可がされず閉鎖する学校があったため、現在は６校である（附属資料③－１）。国立大

学以外の学校ではテクニコ（准看護婦）およびテクノロゴ（看護婦）の２課程を有しており、

修業年限が違う複数課程を限られた施設設備、教員によって教育する困難を伴いながらも実習

時期の工夫など、対処に努力していた。

　プロジェクト対象校４校の視察をとおして、プロジェクトの活動によって教材の改善、臨床

と学校との連携強化など改善された点が多いことが認められた。しかし、プロジェクトが作成

したカリキュラムの実践や教本作成などは、今後さらに進行を推進する必要がある。

　学生の状況では、入学者・卒業者数をみると入学者数に比べて卒業者数が極端に少ない（附

属資料③－２）。卒業者数が少ない理由として推測されるのは、学費不足による中途退学等の

経済的理由であるが、十分な実態把握はされていない。一方、エル・サルヴァドルの看護学カ

リキュラムでは、臨床実習が重要視され実習時間の割合が高い。しかし、一人一人の学生の実

習進度計画は、実習配置が実習場所ごとに示されているため、把握しがたい情況であった。（附

属資料③－３）は１校（ＩＥＰＲＯＥＳ）の例であるが、実習によって学習の成果が高められ

るためには、学習内容の精選、および学生個々の学びを保証し把握できる指導計画の考え方

等、実習指導体制の整備が必要であることが示唆される材料である。

　今後は、年度別在籍学生数など学校における基本的統計の整備、および教育計画と実践とを

総合的に評価し大局的に見通すための教育管理の知識・方法を強化すべきである。
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（2）ＰＤＭ作成

　ＰＤＭは、ＰＣＭ手法によるワークショップを４回にわたって開催し、作成した。

　ワークショップに先立ちコンサルタント団員が参加者分析を行った。ワークショップでは、

共通の課題について系図の形で視覚的に整理することによって参加者間（参加者数延べ 118

名）の意見交換が活発に行われた。プロジェクトの全体像が明確にされたことにより、エル・

サルヴァドル関係者のプロジェクト活動への参加意識がより強化された。

（3）評価５項目に基づく評価

　経済開発協力機構（ＯＥＣＤ）の「開発援助における評価原則」（開発援助委員会（ＤＡＣ）

1991 年採択）を踏まえた５つの基準から、評価を実施した。

1）目標達成度

当初の計画よりも遅れているものもあるが、教材開発等において多くの成果が達成され、

さらに改善したいという強い動機づけがエル・サルヴァドル側関係者になされている。

2）インパクト

社会奉仕前試験の導入、教育臨床連携強化委員会の定例化等、多方面に有利なインパク

トが発生している。

3）効率性

今後の効率性確保のために、計画されている専門家の派遣が必要である。

4）妥当性

看護教育機関の民営化が進み看護教育の質の確保・向上の重要性が増しており、プロ

ジェクト目標の妥当性はより強まっている。

5）自立発展性

プロジェクト終了後の看護教育強化を実施する体制が明確となる必要がある。また誰の

目にも成果が明らかとなるように、今回作成したＰＤＭに基づき、モニタリングを強化

する必要がある。

２－２　協議概要

　以下に記載される項目から構成される協議議事録について、エル・サルヴァドル側関係者と協

議し、合意を得た。

（1）プロジェクトの背景

（2）活動実績（1997 年６月～ 2000 年５月）
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（3）ＰＤＭ（内容だけでなく今後の運営管理・評価の基礎とすることも合意）

（4）中間評価

（5）マスタープラン（討議議事録締結時に作成したものをＰＤＭ作成に伴い変更）

（6）暫定実施計画（これまでの進捗、今後の予定を勘案し変更）

２－３　提言

　協議議事録には、調査団からプロジェクトへの提言として以下の事項が記載された。

（1）プロジェクトの自立発展性を確かなものにするため、プロジェクト終了後の看護教育強化

活動の実施体制が確立される必要がある。

（2）看護教育の質を確保するために、厚生省看護課、看護職能理事会、看護婦協会、プロジェ

クト対象校の４者間の協力関係が、より一層強化される必要がある。

（3）プロジェクトの自立発展のため、厚生省が現在看護研修研究センターとして知られている

施設を、プロジェクト終了後も引き続き看護教育強化のために活用することが非常に重要であ

る。

（4）プロジェクトの成果と解決すべき問題点を適時に把握するために、プロジェクトはＰＤＭ

に基づき定期的なモニタリングを実施する必要がある。

　これらが達成されるためには、当初計画にあげられている日本人専門家の派遣および専門家に

対して新しい知識・情報の提供などの支援が必要である。教材・教育技法改善のための協力は充

実してきているので、今後はさらに教育管理面への協力を強化し、エル・サルヴァドル側関係者

自身によって看護教育の将来像を描き推進するための支援が望まれる。
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３．分野別報告

３－１　看護教育の現状と課題

（1）プロジェクト対象校４校の視察

　視察したプロジェクト対象校は以下の４校である。（個々の学校に関する詳細は附属資料③

－４）

①国立エル・サルヴァドル大学医学部看護学科

②アンドレス・ベジョ大学保健学部看護学科

③エル・サルヴァドル保健医療従事者養成専門学校（ＩＥＰＲＯＥＳ）　サン・サルヴァド

ル校

④医療技術者養成専門学校

　学校には玄関に「教育の理念」が掲げられ、通路にはカラフルな絵入りの壁新聞があって清

潔方法から薬草の栽培方法まで多岐にわたる内容が掲示されていた。

1）教本とＶＴＲの活用

　プロジェクト対象校にはエル・サルヴァドルで初めて作成された３冊の教本（「基礎看

護Ⅰ」「感染症」「教育技法」）およびＶＴＲ教材（「包帯法」「筋肉注射」「皮下注射」）が

配布されて大切に使用されている。教本は准看護婦課程の学生のみでなく、看護婦課程

の内容を深めて使っているということであるが、今後は各課程ごとに教育内容のレベ

ル・範囲を精選していく必要があろう。

2）教育課程（カリキュラム）

　完成した准看護婦教育課程については、2000年４月から当該課程をもつアンドレス・

ベジョ大学、医療技術者養成専門学校の２校で開始されている。３カ月目ということで

まだ評価の段階ではないが、教員サイドからは教育内容を精選したので教えやすくなっ

たと受けとめられている。各学校の教員達が教育課程作成のプロセスを踏んでいるので、

教育課程の重要性が認識され教育への意識向上に繋がっていくと思われる。

　医療技術者養成専門学校の若い教員が研修後変わったと自覚しているのは、「自分の国

に合った教育内容に精選できたので教えやすい」「授業に臨む自分が積極的になった」と

いうことである。プロジェクトのねらいが各学校の教員一人一人に浸透してきている状

況を確認できたことは、調査団としても喜ばしいことであった。
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3）実習室等の整備と教材

　看護の技術教育においては校内実習が重要な役割をもつため、実習室を中心に視察し

た。日本から供与されたモデル人形や他の教材が増えてきたことにより、看護教育にお

ける校内実習の重要性が意識化され、実習室の使い方、教材の整理や使用上の工夫、教

材を活用した授業改善などの取り組みがされていた。国立エル・サルヴァドル大学にお

いては実習室が狭い（ベッドが７台ぐらいしか入らない）ので、隣の教室を潰して実習

室に改装し校内実習を強化する予定とのことである。またＩＥＰＲＯＥＳサン・サル

ヴァドル校では、狭いながらも２つの実習室が用意され、学生が自己学習によく利用し

ているということである。施設面では教室不足のために廊下を教室代わりにしている学

校もあり、施設全体の老朽化やスペースの問題も感じられた。今までの講議形式中心の

授業から、個別指導が欠かせない技術教育を重要視する方向にあるということは望まし

い。ただそのためには教員数や設備面も影響するため経営管理を含めた総体的な改善を

要する。

4）学生・学生数

　学生たちは、授業中周囲の騒音を苦にする様子もなく、おおらかな感じで自分の課題

に取り組んでいる。アンドレス・ベジョ大学では、視察した日がちょうど学生たちによ

るミス・コンテストの発表日ということで大賑わいの場面もあった。

　各学校の学生数について共通に感じられたのは、学年によって学生数が極端に違った

り、在籍者数が明確でないなど学年ごとの定員や現員数についての即答が得にくかった

ことである。中途退学者や休学などがあり数の把握がしにくいのか、複数課程があり複

雑なのか、学生数への意識は薄いようにみえた。技術指導の実際場面では学生数は直接

教育効果に影響するので重要であると考える。

（2）実習施設の視察

　看護教育における実習の重要性を考えると、実習施設の果たす役割は非常に大きい。そこ

で、サンミゲリート健康管理センターとベンジャミン・ブルーム小児病院を代表として視察し

た（附属資料③－５）。

　この２施設では、それぞれMaria Elena de Zelaya 管理婦長、Digna de Rosa 看護部長に応対

を受けたが、しっかりした看護の理念をもって計画的に部下の業務指導や教育を行っているこ

とがみて取れた。

　エル・サルヴァドルでは学生の実習指導については、受入れ側の施設が指導内容から評価ま

ですべて責任をもっているので、学校側はほとんど実際面の指導には関与していない。学生の
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実習受入れについては施設管理者と学校管理者間で調整され、看護教育の年間計画に組み入れ

られる。

　２施設とも国立エル・サルヴァドル大学の学生実習はコンスタントに受け入れているが、他

の学校については年によって受入れがないこともあるようである。エル・サルヴァドルにおけ

る看護職者の需要と供給という点から、適正な学生数の教育が課題とされているだけに、学校

サイドは実習場確保の困難さがあると考えられる。施設によって、受入れ課程や学生数、指導

体制、指導能力などに差があることが窺われた。国立大学の学生の実習は優先的に受け入れら

れているようでよいが、学生数の多い専門学校においては実習施設確保は大きな問題であろ

う。学校の教育目的達成にあたり、実習施設によるレベル差等もあるので、実習内容調整の必

要性が感じられた。

（3）課題

1）学校と臨床の連携

　教員が教育目的・目標の達成に責任をもつためには、臨地において直接指導するか、また

は実習指導者と連携をもって効果的な指導を工夫して学生の実習効果をあげることが大切で

ある。

　学校と実習場とが連携をもつにはさまざまな工夫が必要であろう。サンミゲリート健康管

理センターでは管理婦長が国立大学で講議し実習指導もしているが、このような一貫指導は

教育の本来から考えても連携という意味でも望ましいことである。学校と臨床の連携の改善

のためには、教員と臨地実習指導者が実習の内容・方法を具体的レベルで話し合う機会を多

くもつことである。そのためには指導者会議や実習指導者の勉強会の定例化や教員の実地研

修もあろうし、臨地実習指導者が学生のゼミに参加するなど、さまざまな工夫が期待され

る。

2）教育内容の精選

　プロジェクトによりエル・サルヴァドル初の准看護婦教育課程（カリキュラム）が作成さ

れ、2000年４月からプロジェクト対象校２校で実施されている。また看護婦・学士看護婦の

教育課程についても作成されつつある。今後各学校においては自校の教育内容精選、実施、

評価をしつつ弾力的に運用していく必要があろう。

3）臨床看護のレベル向上

　エル・サルヴァドルに限ったことではないが、臨床の看護レベルを向上させることが学生

の実習環境改善のための最善の道である。職員の看護レベル向上は学生の実習意欲向上にも
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繋がる。そのためには職員研修の企画、図書の整備や活用、研究に取り組む機会を与えるな

ど、向上意欲を鼓舞することが必要である。

4）授業方法の改善

　対人関係スキルなど実践的な技術を身につけるために、看護教育は講議形式中心に偏るこ

となく、教材を活用した授業方法の工夫が期待される。

5）教育機器、教材の点検、補充体制の確保

　教材は活用すればするほど故障や破損も増える。供与機材の耐用年数のことも考慮して有

効に活用するためには、定期的な点検や補充体制が必要である。

6）養成数

　養成数の問題は、国レベルではエル・サルヴァドル全体の看護婦の需給計画策定にあたっ

てその把握は必須事項であろうし、個々の学校レベルでは、技術指導など教育の実際面では

直接教育効果に影響する。学生数や教育の実施状況などについては定期的な統計調査が望ま

しい。

（4）まとめ

　真新しい看護研修研究センターは、プロジェクト活動の拠点として有効に活用されていた。

１階の駐車場には銃を持った見張り番がいて日本との違いを意識させられるが、２階の廊下に

はコンクール優勝作だという「実習を終えてほっとした学生たちの笑顔」や歴代看護課長の写

真が掲げられ、和ませられた。

　約１週間の滞在ではあったが、看護教育強化プロジェクトの研修は着実に各学校の教員たち

に浸透しつつあることがみてとれた。また４日間にわたって行われたプロジェクト・サイク

ル・マネジメント（ＰＣＭ）ワークショップには延べ118 名が参加した。厚生省看護課長以下

看護課職員、看護職能理事会代表、看護婦協会関係者、各看護学校教員・学生等が一堂に会し

て、ともに自国の看護サービスの向上、看護教育の質向上をめざして話し合われたことは非常

に有意義なことである。プロジェクトの成果、指標、指標の入手手段を明確化し、残る期間で

の取り組みが意識化された。学生や若い教員たちにとってこのような機会が与えられたことは

現在のみならず、将来に向けても価値の高いものであろう。

　プロジェクトが現在取り組んでいる教本作成やＶＴＲ教材作成、看護婦教育課程、学士看護

婦教育課程の開発が推進されるには専門家増員も必要と思われる。

　また看護研修研究センターが今後も看護教育改善のために充分活用されることが望まれる。
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３－２　ＰＣＭワークショップ

（1）プロジェクト・デザイン・マトリックス（ＰＤＭ）作成に至るまでの課程

　厚生省看護課長以下看護課職員、看護職能理事会代表、看護婦協会関係者、各看護学校教員・

学生、日本人専門家、調査団員からなるプロジェクト関係者、34名の参加を得て、以下のワー

クショップを実施、ＰＤＭを作成した（附属資料④－５）。

1）参加者分析

2）問題分析

3）目的分析

4）ＰＤＭ作成

5）活動計画表（作成手法についてのトレーニングのみ）

（2）参加者分析

　参加者分析を実施し、プロジェクトの「受益者」「実施者」「技術支援者」「意志決定者」「資

金提供者」「支援機関」を整理した（附属資料④－２）。また「看護学校教師」をプロジェクト

のターゲットグループとすることが確認された。

（3）問題分析

　「看護教育の質が不十分である」を中心問題として設定し、問題系図を作成した（附属資料④

－３）。中心問題に対する直接原因は以下の６点であるとされた。

1）看護の教育と臨床の連携が不足している。

2）統合された知識が不足している。

3）教師に対する生涯教育が不足している。

4）教育における実習などの標準化がなされていない。

5）教育の物理的な環境に問題が多い。

6）教師が不満足である。

（4）目的分析

　中心目的を「プロジェクト対象校の看護教育の質が改善される」とし、目的系図を作成した

（附属資料④－４）。中心目的に対する直接手段は以下の４点であるとされ、おのおのについて

の手段が検討された。
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1）教師に対する生涯教育制度が定着する。

2）看護人材養成が標準化される。

3）臨床と教育が十分に連携する。

4）看護教育環境が改善される。

（5）ＰＤＭ

　参加者分析、問題分析および目的分析を踏まえＰＤＭが作成され、プロジェクトの枠組みが

整理・再確認された（附属資料④－５）。プロジェクト目標は「プロジェクト対象校における

看護教育の質が向上する」、また成果は「看護教師に対する教育が改善される」「看護教育が標

準化される」「看護に関する教育と臨床の連携が強化される」「看護教育の環境が改善する」の

４点とされ、指標は、プロジェクト作成の総合チェックリストに基づく直接観察や学生からの

アンケート、プロジェクト対象校の学生の社会奉仕前試験の合格率、カリキュラムや教本の作

成状況等とされた。

　看護人材政策については、プロジェクトにより看護人材配置状況を調査してエル・サルヴァ

ドル厚生省宛に報告書として提出するとともに、政策について助言することとした。

　またＰＤＭに関しては、協議議事録により以下３点が合意された。

1）今回作成されたＰＤＭを、今後のプロジェクトの運営と評価の基礎とすること。

2）今後ＰＤＭに基づき、定期的にモニタリングを行うこと。

3）合同運営委員会はエル・サルヴァドル政府とＪＩＣＡに対して、ＰＤＭの変更を提案す

ることができること。
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（6）マスタープラン

　ＰＤＭの作成に伴い、協議議事録により 1997年２月 19日付討議議事録（Ｒ／Ｄ）において

定められたマスタープランを以下のとおり整理・変更することが合意された。

上位目標
（Overall Goal）

プロジェクト目標
（Project Purpose）

プロジェクトの目的
（Objectives of the
Project）

成果
（Outputs）

活動
（Activities）

プロジェクト実施地
（Project Site）

協力対象地 (97/2)
（Objective Sites of
Cooperation）

プロジェクト対象校
(00/5)
（Objective Institutes
of the Project）

1997年２月19日

看護婦の質と役割を向上させることによ
り、エル・サルヴァドルの公衆衛生の医
療サービスに貢献する。

N.A.

（1）看護人材計画の改善
（2）看護教育カリキュラムの改善
（3）教材開発技術の向上
（4）看護教育教科書作成技法の向上
（5）看護教育技法の改善

N.A.

（1）看護人材養成計画の検討と助言
（2）看護人材配置計画の検討と助言
（3）教材開発の技術移転
（4） 教本作成の技術移転
（5）看護教育技法の技術移転

厚生省看護課

（1）国立エル・サルヴァドル大学
　　医学部看護学科
（2）アンドレス・ベジョ大学
　　保健学部看護学科
（3）エル・サルヴァドル保健医療従事者
　　養成専門学校（ＩＥＰＲＯＥＳ）
　　サンタ・アナ、サン・サルヴァド
　　ル、サン・ミゲルの各校
（4）医療技術者養成専門学校
（5）フローレンス・ナイティンゲール校
（6）エル・サルヴァドル技術者養成校

2000年５月31日

エル・サルヴァドルの看護サービスの質が向上する。

プロジェクト対象校における看護教育の質が向上す
る。

（記載せず）

（1）看護教師に対する継続教育の向上
（2）看護教育の標準化
（3）看護教育にかかる臨床教育連携の強化
（4）対象校の教育環境の向上

（1）－１　研修コース（母性、小児、外科等）の実施
（1）－２　各対象校での伝達講習会の実施
（1）－３　教授案作成技術の移転
（1）－４　教師に対する生涯教育の重要性の啓蒙

（2）－１　研修コース（指導案、教本ほか）の実施
（2）－２　看護教育カリキュラムの開発
（2）－３　カリキュラムに基づく学習指導案の作成
（2）－４　教材の開発
（2）－５　看護教師の資格要件にかかる提案書の策定

（3）－１　看護実習の現状調査の実施
（3）－２　教育臨床連携強化にかかる研修の実施
（3）－３　医療従事者が看護教育の計画・実施・評価
　　　　　に参加できるメカニズムの構築

（4）－１　看護人材配置状況の調査
（4）－２　適正学生数に関する対象校への助言
（4）－３　看護人材政策に関する厚生省への助言

（記載せず）

（1）国立エル・サルヴァドル大学
　　医学部看護学科
（2）アンドレス・ベジョ大学
　　保健学部看護学科
（3）エル・サルヴァドル保健医療従事者養成専門学校
　　（ＩＥＰＲＯＥＳ）
　　サンタ・アナ、サン・サルヴァドル、サン・ミゲ
　　ルの各校
（4）医療技術者養成専門学校
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（7）暫定実施計画

　ＰＤＭ作成、ならびにこれまでのプロジェクトの進捗を反映し、1997 年２月 19 日付で合意

された暫定実施計画を修正することが、協議議事録により合意された。

（8）活動計画表（ＰＯ）およびモニタリング計画書

　今回のワークショップにおいて、作成されたＰＤＭに基づき活動計画表作成の演習が行われ

た。調査団帰国後、プロジェクトにより作業が継続・実施され、活動計画書、モニタリング・

システム、モニタリング・評価計画書が作成された（附属資料④－６、７、８）。今後は各計

画書に基づき、活動およびモニタリングが実施されることとなる。（今後各計画書はモニタリ

ングの結果を踏まえ、必要に応じて改訂される）

３－３　中間評価

（1）質問表

　調査団派遣前に質問表が作成され、プロジェクトを通じてプロジェクト関係者（日本人専門

家２名、厚生省看護課職員４名、プロジェクト対象校教師６名、プロジェクト対象校学生６

名、合計 18 名）に配付された。回答は収集し取りまとめられ、評価のための基礎資料の１つ

となった（附属資料⑤－１）。

（2）インタビュー

　質問表の結果を補足し評価の精度を確保すべく、コンサルタント団員により現地プロジェク

ト関係者のインタビューが実施された（対象者は附属資料⑤－２）。

（3）評価結果

　評価結果は「目標達成度」「インパクト」「効率性」「妥当性」「自立発展性」の５項目からま

とめられ、厚生省看護課との協議、ならびに合同運営委員会での議論を踏まえて一部修正のう

え、協議議事録により合意された。

　また活動の進捗状況等とともに中間評価調査表が作成された（附属資料⑤－３）。概要は以

下のとおり。

1）目標達成度

ＰＤＭの不在により指標が明確ではなかったが、専門家・カウンターパートは事前調査

における方向性に従い、協力して目標を達成しつつある。いくつか当初の予定より達成

が遅れているものもみられるが、多くの成果が達成されている。プロジェクト目標（プ
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ロジェクト対象校における看護教育の質の向上）に関しても、教育技術・教本・教材等

の面で目に見える改善がみられる。

2）インパクト

プロジェクトは現時点における認定看護学校のほぼすべてに対し直接的な支援をしてお

り、国レベルのインパクトを与えつつある。またプロジェクトが日本の国家試験制度を

紹介したことが、エル・サルヴァドル政府による社会奉仕前試験の導入につながった。

プロジェクトは同試験の導入に関し、技術的支援を実施した。

3）効率性

これまで第三国専門家投入等の工夫により全体的な効率性に重大な支障をきたすことは

なかったが、今後の効率性の向上のために、専門家の確保と計画的な派遣は重要である。

4）妥当性

エル・サルヴァドル厚生省の５カ年計画に保健医療従事者の養成課程の近代化が戦略と

して示されており、また看護教育機関の民営化により看護教育の質の確保と向上の重要

性が高まっていることから、プロジェクト目標の妥当性はより強まっている。

5）自立発展性

プロジェクト終了後の看護教育強化に関する具体的な活動内容や実施体制（財政面を含

む）がまだ明確ではなく、それらが早急に確立されることが期待される。さらに、現在

の看護研修研究センターをプロジェクト終了後の看護教育強化活動の拠点として確保す

ること、また計画にのっとった専門家派遣の実施や伝達講習会の充実により看護教師の

技術を一層向上させることも、自立発展性の強化に向けて重要である。
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